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　本講演では、南海トラフ熊野沖の地震探査データ、IODP南海トラフ地震発生帯掘削計画

（NanTroSEIZE）で取得された孔井情報（検層データおよび岩石試料分析）に基づき、インナーウェッジ（熊

野海盆下の付加体内部）の変形構造に関する統合的解析について述べる。 

 

　・地震探査データ 

　これまで、南海トラフ熊野沖で取得された複数のデータセットについて、最近の解析手法を用いた高度サイ

スミックイメージングを行ってきた。特に、三次元反射法地震探査データの再解析では、以前よりも高品質な

反射波イメージボリュームが得られた。熊野海盆直下には、C0002孔井北西側の背斜褶曲が明瞭に見られ、そ

れ以外の褶曲構造も幾つか認定できる。それよりやや下では、傾斜した反射面やフラグメント化した反射波が

多数観察される。さらに深部では、強振幅の巨大分岐断層終端部では、断層を境に上盤側には、層構造を示す

急傾斜の反射面とそれに連続すると推定される背斜状の反射面が確認される。一方、同じく下盤側には、緩傾

斜の反射面が複数確認される。さらに、このデータに対して、地震トレースの類似性に基づく地震波属性解析

を適用し、構造の特徴抽出を行った結果、熊野海盆下の付加体内部には、トラフ軸とほぼ並行な断層や褶曲変

形を示す構造パターンが確認される。また、PSDMを通じた速度解析から、巨大分岐断層の上部に高速度帯の

存在が示唆されている。この高速度帯は、OBS広角反射法データの波形インバージョン解析結果（Kamei et al.

2013）にも同様に見られ、厚さや最大値に違いはあるものの、異なるデータを用いた異なる解析から同様に

高速度帯の存在可能性を示されている。 

 

　・検層データ 

　C0002掘削地点の複数の孔井では、掘削同時検層（LWD）データが連続的に取得された。そのうち地質構造

に関連する、速度、比抵抗、ガンマ線、地層傾斜に着目する。地層傾斜は、熊野海盆より深部では概して急傾

斜（70-90度）の地層が存在する一方、緩傾斜（30〜60度）への急激な変化が幾度か見られる。これらは付加

体内部の断層または褶曲に伴う局所的な傾斜変化を捉えていると考えられる。また、速度や比抵抗は、より短

周期の岩相変化に対応する変動が観察される。これらの特徴を新しい地震探査イメージと対比すると、地震探

査断面から想定される付加体内部の断層構造と孔井情報から推定される構造の不連続面はよい対応を示す。 

 

　・カッティングス、コア 

　掘削カッティングスを用いて、ビトリナイト反射率から古地温構造が復元された(Fukuchi et al. 2017)。深

度方向へ全体的に温度上昇を示す一方、大小いくつかの最高被熱温度の反転があり、これらの反転によりスラ

ストの存在が示唆された。特に、海底下深度2400―2600付近には垂直変位700mとも推定されるスラストに

よる断層運動の履歴が指摘されており（Fukuchi et al. 2017）、サイスミックイメージの逆断層を示唆する深

度とよい一致を示す。また、地震探査断面の構造的特徴は、深度方向の古地温構造の変化や検層データ（地層
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傾斜、比抵抗、速度）の特徴とよい対応を示す。更に、地震探査データから得られた高速度帯につい

て、Tobin et al. （2015）による観察から鉱物脈や砂層のセメント化が報告されているため、流体の流動と沈

殿によるセメンテーションの影響が示唆される。 

 

　・統合解釈 

　熊野海盆直下の背斜褶曲とその下のフラグメント化した反射波群は、アウターウェッジに見られる

fold-and-thrust構造（e.g. Kimura et al. 2011）の形成と同様に、スラスト断層の活動による背斜構造の形成

と、主のスラストから派生した断層によって幾重にも分断された反射波群と考えられる。また、巨大分岐断層

の上下に見られるそう構造からは、強振幅で特徴付けられる巨大分岐断層終端部が、深部の付加体堆積物を上

盤と下盤に分けるfault-bend fold (Suppe 1983)を形成していると考えられる。そして、主となるスラスト断

層が発達することで、上位のfold-and-thrust構造と下位のfault-bend fold構造が二階建て構成になり、その結

果、インナーウェッジの付加体が厚みを増していると考えられる。この現象は、粒状体材料を用いたアナログ

モデル実験でも再現される（Yamada et al. 2006）。なお、孔内試料から観察された鉱物化の事実から、分岐

断層を通じて移動してきた深部流体が、深部堆積層内の断層やフラクチャーを通じて移動し、深部の温度圧力

条件下で鉱物化することによって高速度帯が形成されたと推測される。また、巨大分岐断層の逆位相強振幅

は、断層帯に存在する深部流体を反映していると考えられる。
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